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〈対人・社会心理学の中心的学問領域に対応した４領域〉
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　　対人・社会心理学の
　　中心的学問分野に対応したカリキュラム

専門教育のカリキュラムには、「自己」「対人」「集団」「文
化」の４領域を中心に、対人・社会心理学の専門知識を幅
広く、かつ効率的に習得できるように多彩な講義が用意され
ています。

　　実践的スキルトレーニングの授業を開講

新卒者を採用する企業にとって、最も重要と考えられている
のが「対人コミュニケーション能力」です。この対人コミュニ
ケーション能力を実践的にトレーニングするスキル系の科目
を多く設けていることも対人･社会心理学科の大きな特色で
す。日常の対人関係を円滑にするための実践的対人スキル
と、対人･社会心理学を研究していくための科学的スキルを
身につけることができます。

　　認定心理士および社会調査士に必要な
　　知識と技術も養成

専門科目を標準的に履修することによって、卒業時に日本
心理学会の「認定心理士」と社会調査協会の「社会調査
士」の資格を取得できるよう準備を進めています。特に社会
調査士の取得にあたっては、マーケティング、シンクタンク、コ
ンサルティング企業をはじめとする幅広い職種で役立つ、高
度で専門的な社会調査と調査結果の解析技術を習得でき
ることが大きな特色です。

　　各学年で少人数の教育を推進

ふだんの家族や友人や教員との関係など、すべてが対人・
社会心理学の実践の場になります。このため、教員と学生、
学生同士の関係を特に大事にできるよう少人数教育を１年
次から展開します（対人・社会心理学基礎演習）。２年次以
降も心理学基礎実験やゼミなどを中心に各学年で少人数
の授業を多く展開します。

　　昼夜開講制の実施

立正大学心理学部では、学生の幅広いライフスタイルにあ
わせた時間割編成ができる昼夜開講制を一般教育科目や
教養的科目について実施してきましたが、対人・社会心理学
科では、専門科目についても具体的な配慮をする予定で
す。特に必修科目を午後から夕方の時間に集中させ、どの
ようなライフスタイルをもつ学生にも対応できるようにすること
を検討しています。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

1年次

必修

スキル系

選
択
科
目
１

専
門
科
目

選
択
科
目
２

自己

対人

文化

集団

基礎・応用

2年次 3年次 4年次

心理学概論
心理学史
対人・社会心理学概論1
対人・社会心理学概論2
対人・社会心理学基礎演習1
対人・社会心理学基礎演習2
心理統計法1
心理統計法2

社会心理調査の基礎
社会心理調査の方法

プレゼンスキルトレーニング

社会心理データ分析法
社会心理質的研究の方法
社会心理測定法
対人スキルトレーニング
リーダーシップトレーニング
心理学英語論文購読

キャリアとライフ

心理学基礎実験1
心理学基礎実験2

対人・社会心理学演習1
対人・社会心理学演習2

社会心理調査実習1
社会心理調査実習2

卒業論文・卒業研究1
卒業論文・卒業研究2

認知心理学1
認知心理学2
発達心理学1
発達心理学2
教育心理学1
教育心理学2

感覚・知覚心理学1
感覚・知覚心理学2
学習と心理1
学習と心理2
人格心理学1
人格心理学2

集団心理学
消費者行動の心理学1
消費者行動の心理学2
ビジネス心理学
犯罪社会心理学
リスクマネジメントの心理学

人間関係の心理学1
人間関係の心理学2
家族心理学1
家族心理学2
対人感情の心理学

社会的貢献の心理学1
社会的貢献の心理学2
ステレオタイプの心理学1
ステレオタイプの心理学2
ジェンダー心理学

発達社会心理学1
発達社会心理学2
自己心理学
キャリア心理学

コミュニティ心理学1
コミュニティ心理学2
産業・組織心理学1
産業・組織心理学2
情報社会の心理学

コミュニケーションの心理学1
コミュニケーションの心理学2
恋愛心理学
外見心理学
社会的欲求の心理学

進化心理学
宗教と実在の心理学
言語と文化の心理学
比較文化の心理学

健康心理学1
健康心理学2
ポジティブ心理学

〈自己〉領域
対人関係を築く自己（個人）を対象とする領域。学
生が自分自身を知り、自己分析するために役立つ知
識が多く、就職活動などにおいても大いに役立つ知
識や技能を学ぶことができます。

〈文化〉領域
人の心理と行動は、育った文化やマスメディアなど
からも大きな影響を受けています。これらをテーマと
する科目群です。

〈対人〉領域
家族、友人、恋人、クラスメート、教師、上司、同僚、部
下など、日常生活における身近な人たちとの心理と
行動を探る科目群です。

〈集団〉領域
人の心理や行動は、それぞれの人が所属する集団
や組織の影響を強く受けています。これらの現象を
対象とするのが集団領域の科目群です。

学年別履修モデル

少人数のゼミナール形式を導入した研究指導や進路指導

実践的対人スキルの習得

1・2年次で心理学全般の
幅広い専門的知識の履修

学年進行に応じた
科学的アプローチ
スキルの体系的履修

人間力を養うための
科目群

対人力を養うための
科目群

社会人力を養うための
科目群

国際人力を養うための
科目群
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【
卒
業
後
の
進
路
】

いま、社会が大きく変化する中で、心理学に対する社会のニーズも多様になっています。特に、社会の幅広い
分野で求められている人材は、身近な人間関係・組織での行動・経済行動や政治行動など、①人をとりまくさま
ざまな社会的行動を正しく把握し分析できる人材です。また、②人々の心の状態に関する専門的知識と深い
洞察力をもった人材や、③社会に貢献しようという強い意欲をもつ人材も、大いに求められています。

対人・社会心理学科では、このようなニーズにこたえ、個人と社会との関係に目を向けた教育や研究を展開しま
す。対人・社会心理学の専門的知識、対人関係の諸問題を解決するための実践的スキル、さらにマーケティン
グリサーチなどのスキルを生かして、幅広い分野で活躍できる人材を育成します。また、大学院に進学し、研究
者や技術者の道を選択することも可能です。

【活躍が期待される主な分野】

立正大学心理学部は平成23年4月より、臨床心理学科に加え、
新たに、対人・社会心理学科を開設する予定です。立正大学
心理学部は首都圏で初の心理学部として設立され、来年度、
10年目を迎えます。現在、心理学部は臨床心理学科単科です
が、幸い、高い評価を得ています。この節目に、さらに心理学部
を充実、発展させるために、新学科として、対人・社会心理学科
を設置することとし、準備しています。臨床心理学科が、心の内
面に目を向けた心理学であるのに対して、対人・社会心理学科
は、人と社会に目を向けた心理学です。この10年間、社会は大
きく変化しています。若者には、ますます、対人コミュニケーション
能力など、対人力が求められています。また、自己を分析し、将
来のキャリア開発など社会人としての能力を養うことが求めら
れています。さらに、グローバル化の時代、国際人としての能力
の養成も求められています。これらの時代の要請に応え、人間
力、対人力、社会人力、国際人力を養成するのが、対人・社会
心理学科です。授業科目としては、対人スキルトレーニング、ポ
ジティブ心理学、コミュニケーションの心理学、恋愛心理学、集
団心理学、キャリア心理学、ジェンダー心理学、消費者行動の
心理学、社会的貢献の心理学など、興味深い心理学の専門科
目が開設される予定です。すばらしい教授陣も既に就任してい
ただいています。この、日本で初めての、対人・社会心理学科に
入学していただき、一緒に学べることを楽しみにしています。

自己あるいは他者に対する分析能力を生かして

人事管理や能力開発に関わる職種

キャリアコンサルタント／人材コーディネーター
教育・研修トレーナーなど

対人コミュニケーション能力を生かして

接客やヒューマンサービスに関わる職種

販売員／セールスマン／オペレーター
住民サービス・福祉・生涯学習に携わる公務員など高度な社会調査と統計解析技能を生かして

市場調査や商品開発、
公共政策の企画・立案に関わる職種

マーケティングリサーチャー／マーチャンダイザー／メディアプランナー
アナリスト／行政施策の企画・立案に関わる公務員など

異文化理解や集団間の葛藤解決に関する広範な知識をもとに

国際協力、地域貢献、
権利擁護に関わる職種

国際ボランティア／非営利団体職員など

八木善彦
（対人・社会心理学科講師）
●主な担当科目
　「消費者行動の心理学」
●現在の研究テーマ
　消費者心理学

上瀬由美子
（対人・社会心理学科教

授）

●主な担当科目

　「ステレオタイプの心理
学」

●現在の研究テーマ

　社会的ステレオタイプや
偏見の形成・

　維持・解消過程
　社会的ステレオタイプや

偏見の形成・

　維持・解消過程

川名好裕
（対人・社

会心理学科
教授）

●主な担当
科目

　「コミュニ
ケーションの

心理学」

●現在の研
究テーマ

　魅力・恋
愛心理学

　社会的認
知

八木善彦
（対人・社会心理学科講師）
●主な担当科目
　「消費者行動の心理学」
●現在の研究テーマ
　消費者心理学

髙橋尚也
（対人・社会心理

学科講師）

●主な担当科目

　「社会的貢献の
心理学」

●現在の研究テ
ーマ

　住民と行政との
協働

　政治意識・社会
意識

　地域の対人関係

古屋　健
（対人・社会心理学科教授）●主な担当科目
　「発達社会心理学」
●現在の研究テーマ
　青年期の人間関係と心理的ストレス

齊藤　勇（心理学部長）
●主な担当科目／「対人・社会心理学演習」

教員紹介




